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この設定ガイドは、以下の機種に対応しています。

・・・・・XR-350/DESXR-350/DESXR-350/DESXR-350/DESXR-350/DES
・・・・・XR-360XR-360XR-360XR-360XR-360シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品
・・・・・XR-380/DESXR-380/DESXR-380/DESXR-380/DESXR-380/DES
・・・・・XR-410XR-410XR-410XR-410XR-410シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品
・・・・・XR-440/CXR-440/CXR-440/CXR-440/CXR-440/C
・・・・・XR-640/CDXR-640/CDXR-640/CDXR-640/CDXR-640/CD
・・・・・XR-1000 XR-1000 XR-1000 XR-1000 XR-1000 ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアver 2.0ver 2.0ver 2.0ver 2.0ver 2.0以降以降以降以降以降
・・・・・XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに



この設定例は、インターネットへの接続とフレッツ・グループアクセス の利用を同時におこなう場合に必要な設定例です。
フレッツ・グループアクセス プロ 端末型アドレス払い出しとフレッツ・グループアクセスライトでの利用にお使いいた
だける設定例となります。

設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順設定の手順

(a)XR #1 ⇔ XR #2間でフレッツ・グループアクセスを経由し
て接続、XR #1の主回線でインターネットに接続、LAN1 からは
インターネットとグループアクセスへの同時アクセスを可能と
する。

(b)XR #1とXR #2間でGREトンネルを生成し、端末型払い出し
でもLAN1とLAN2間の相互通信を可能とします。



[a-1][a-1][a-1][a-1][a-1]インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

それぞれのLANに合わせて、Ether0ポートのIPアドレス、ネットマスクを設定してください。



[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE 接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定11111

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

接続先設定1にインターネット接続のための設定
をします。
→ ユーザーIDとパスワード、DNS設定など。

接続先設定1にフレッツグループアクセス接続の
ためのユーザーIDとパスワードを設定します。

さらに、フレッツグループアクセスで割り当てら
れるIPアドレスを設定してください。



[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE 接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定22222

接続先設定2にフレッツグループアクセス接続の
ための設定をします。ユーザーIDとパスワード
を設定します。

さらに、フレッツグループアクセスで割り当てら
れるIPアドレスを設定してください。

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>



[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE 接続設定接続設定接続設定接続設定接続設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

主回線が自動的にデフォルトゲートウェイに設定
されますので、ISP接続を主回線、グループアク
セス接続をマルチ接続に設定します。
接続先は「接続先1」を選択し、IPマスカレード
は必ず[有効]に設定してください。

接続先は「接続先1」を選択します。
端末型接続ですがGREを使用しますので、IPマ
スカレードは[無効]にします。



[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE接続設定接続設定接続設定接続設定接続設定     マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

マルチ接続 #2を「有効」に設定して、接続先は
「接続先2」を選択して下さい。
端末型接続ですがGREを使用しますので、IPマ
スカレードは[無効]にします。

マルチ接続側は、フレッツグループアクセスに接
続する設定にしています。



[c]GRE[c]GRE[c]GRE[c]GRE[c]GRE設定設定設定設定設定11111

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

1 9 2 . 1 6 8 . 2 5 0 . 2 / 3 2 をインタフェースアドレス、
192.168.250.1/32をPEERアドレス(XR #1のインタフェース
アドレス)に設定します。

リモートアドレスにはXR #1、ローカルアドレスにはXR #2
に実際に割り当てられているIPアドレスを設定します。

(画面はXR-380/DESのものです)

インターフェースアドレス、PEERアドレスはGREトンネル生
成用の仮想IPアドレスを設定します。

この設定例では192.168.250.1/32をインタフェースアドレ
ス、192.168.250.2/32 を PEER アドレス(XR #2 のインタ
フェースアドレス)としています。

リモートアドレスにはXR #2、ローカルアドレスにはXR #1
に実際に割り当てられているIPアドレスを設定します。

(画面はXR-380/DESのものです)



[d][d][d][d][d]入力フィルタ設定入力フィルタ設定入力フィルタ設定入力フィルタ設定入力フィルタ設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

マルチ接続側でステートフルインスペクションを
有効にしているときは、入力フィルタを設定して
ください。

インタフェースは「PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - マルチマルチマルチマルチマルチ#2#2#2#2#2」を
選択します。

プロトコルは「gre」を選択します。

マルチ接続側でステートフルインスペクションを
有効にしているときは、入力フィルタを設定して
ください。

インタフェースは「PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - 主回線主回線主回線主回線主回線#1#1#1#1#1」を
選択します。

プロトコルは「gre」を選択します。



[e][e][e][e][e]スタティックルート設定スタティックルート設定スタティックルート設定スタティックルート設定スタティックルート設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

デフォルトルートは主回線接続側に向いているため、その
ままではフレッツグループアクセスの対向拠点に対してア
クセスできません。
したがいまして、対向拠点へのスタティックルート設定を
追加してください。

1つ目に、GREパケットをXR #2に転送するためのルーティ
ングの設定をします。「ホスト」を選択し、XR #2の IPア
ドレスを設定します。インタフェースは「PPP/PPPoE ーマ
ルチ#2」を選択します。

2つ目に、LAN1と LAN2間の通信をGRE経由にするための
ルーティング設定をします。「ネットワーク」を選択し、
LAN2のネットワークアドレスとサブネット値を設定しま
す。またインターフェースは「gre」を選択し、greNo.を
「1」に設定します。

<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

LAN1と LAN2間の通信をGRE経由にするためのルーティン
グ設定をします。「ネットワーク」を選択し、LAN1 のネッ
トワークアドレスとサブネット値を設定します。またイン
ターフェースは「gre」を選択し、greNo. を「1」に設定し
ます。

以上ですべての設定は完了です。設定後にPPPoE 接続を開
始してください。

この設定例では、端末型払い出しでも、LAN間の相互通信
が可能となります。



フレッツグループアクセス 端末型払い出しでの接続方法 2
～ GREトンネルを利用した接続例 1～

2004年 1月版

発行 センチュリー・システムズ株式会社
2001-2004 CENTURYSYSTEMS,INC. All rights reserved.


